
20(月)Ⅰﾍﾟﾄﾛ1：13～16 み言葉に根ざした光の子幼稚園でありますように。
21(火)イザヤ53：4～5 連盟諸教会が共に歩めますように。
22(水)Ⅰﾃｻﾛﾆｹ5：23 会堂・各家庭で互いに祈りあいましょう（祈祷会）。
23(木)ローマ8：14～15 お一人おひとりの心も身体も守られますように。
24(金)マタイ6：10 ｼｬﾛｰﾑが世界を覆いますように。世界中の友のために。

 【本日の予定】
 ★親子礼拝（9時) CS分級(9時50分) 主日礼拝(10時
　半)。礼拝の中で藤田久雄さんの転入会式・信仰告白
　を行います。総会資料配布。女性会例会食事会。
  礼拝後、総会役員会（選挙管理委員含む）を行いま   幼稚園献金
　す。お集まりください。　

 (会場使用）　  石原絹子　   金城弘子(健康)　    玉城智恵子(すべてに)　　
 【今後の予定】  當真トミ子（昭太の成人）　   當真美穂（昭太成人）　   當真昭太(成人)
 ★１/20（月）13時 霊園委員会
 ★１/26（日）第二定期総会。総会後、臨時役員会。
 ★2/2（日）主の晩餐式　各部会　礼拝後、合葬式。
 ★2/9（日）OBC講壇交換　CS奉仕者会。

 ★《OBC女性会》2/1（土）臨時総会　那覇教会。

 ★《沖縄いのちの電話》2/1(土)14時～16時 自殺予防
　公開講演会。県立博物館・美術館(詳細は掲示板)。　
 ★《沖縄ケズィックコンベンション》2/7(金)～9(日) 那覇
　ナザレン教会(詳細は掲示板)　

 【お知らせ】
 ★来週1/26(日)は大切な総会です。万障繰り合わせ
　の上ご出席ください。出席できない方は委任状(受付
　に有り）の提出をお願いします。
 ★2025年度聖書教育の申込書を現在購読中の方の
　週報ﾎﾞｯｸｽに配布しています。締切は次週まで。

　　 「父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ、正しい者にも　　
男 女 計 　　　　　　　　　正しくない者にも雨を降らせてくださる」　マタイ5：45
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◆◆◆　親子礼拝　　今月の暗唱聖句　◆◆◆

 本日奉仕者  (受付)中城美子　比嘉清子　 　 (音響・動画）與那覇耕也
 次週奉仕者　(司式）譜久山祈子　　(奏楽）石嶺英子　　（献金）當真美穂

賛　美

成人科クラス

先週の集会
主日礼拝

主日礼拝(ｵﾝﾗｲﾝ)
祈祷会

親子礼拝(子ども)
親子礼拝(大人)

 　                  (受付)宮城さゆり　橋本愛子     (音響・動画）石嶺靖
＜次週礼拝＞

２０２５年１月１９日　　　　　　No.３５７７

主日礼拝次第
司　式　宮 城　菊 秀
説　教　柴 田　良 行
奏　楽  高 野　葉 月

＜日ごとの祈り＞

招　詞

賛　美

賛　美

イザヤ書４０章１０～１１節

新生６０番

「土の器」
 中城盛光(クリスマス)

＜先週の感謝録＞
月約献金

＜報告・消息＞
 ２０２４年度主題「キリストの愛を生きる」
  「信仰によってあなたがたの心の内にキリストを住ま
  わせ、あなたがたを愛に根ざし、愛にしっかりと立つ

133,000

19(日)マタイ5：43～48 首里バﾌﾟﾃｽﾄ教会の礼拝が守られますように。

感謝・クリスマス 44,000

25(土)ヨハネ1：51 明日の主日礼拝に備えて

 [感謝献金]　玉城るい子（すべての人の上に平安を）　   ｋｕｋｕｒｕ体操教室　　

後　奏

献　金

＜今週の集会＞

宮城　実子

新生６７１番

柴田　良行   牧師祝　祷

聖　書

新生６１４番

頌　栄

 聖   書　マタイによる福音書６章５～１５節　　招詞　詩編５５編２３節 

転入会式・
信仰告白

「主よ終わりまで」

マタイによる福音書
５章４３～４８節　　新約８～９頁

3,422 積立目標金額　⇒　2,057,000

  者としてくださるように。」
—エフェソの信徒への手紙３章１７節—

礼拝献金 26,151 会堂献金 9,000
CS献金 4,268 オルガン積立献金 22,000［537,500］

説　教 柴田　良行  牧師

      22(水）祈祷会（19時半）　　　　　
  １/20(月）霊園委員会（13時）　　　　　

祈　祷 　　　　　　　　　　　　　同　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魏　  然

前　奏

祈　祷

主の祈り

                       司 式 者

藤田　久雄

　　　　　　　    　キリストの愛を生きる

　2025年度宣教主題を話合う部会で、「キリストの愛を生き

る」はわかりづらいから「キリストの愛を知る」が良いという提

案があった。確かに愛を生きるとは抽象的である。でも、私たち

は生きている日々の中でしかキリストの愛を知ることは出来な

い。キリストの愛を生きるとは、知っているキリストの愛を完璧

に生きようとすることではなく、キリストの愛とは何かを知るた

めに生きること、なのかもしれないと思う。

　キリストの愛は深くて広い。私たちはそれを、その時々の精一

杯の言葉で表現するけれど、どんなに言葉を尽くしてもとらえき

れない。だから少しでもそれに近づくために生きている。振り

返って2024年度キリストの愛を生きようと努力はしたけれど、

私はキリストの愛を生きました！とは言えないし、キリストの愛

とは何かむしろ謎が深まったとも思える。でも、宣教主題は到達

目標ではない。神さまからのビジョン、さあ一緒にキリストの愛

を生きようという招きなのだと思う。顔を高く上げて、新しい年

も主と共に歩み出したい。     （柴田かおり）


